第２章　気象　
昭和59年は寒暖の変動が大きく、様々な話題と記録を残した年であった。
　特徴的な天候として、１．寒冬・多雪・寒春、２．猛暑の夏、３．秋の少雨、４．本土に上陸した台風ゼロ、５．集中豪雨などの災害が例年に比べて少なかった、等々があげられる。
　昭和59年は、異常低温のうえ雪もよく降り、大阪の雪日数は、前年12月から３月で45日（平均15.7日）で観測開始以来（1883年からの統計）の新記録であった。
　低温傾向は春になっても続き、４月末になりようやく平年並みの気温に戻った。
　梅雨は平年と同じく６月８日に入り、７月17日に明け、この期間の気温は高く、陽性型の梅雨であった。
　８月は前年に続き暑い夏となったが、残暑は短かった。
　この年は秋雨前線の活動も弱く、そのうえ、台風の影響がなかったなどの要因が重なり、８月以降少雨傾向か続いた。
　12月中頃からは強い冬型気圧配置となり、年末は寒さが厳しかった。
　１月
　前年12月中頃から始まった低温は、１月に入っても続き、後半は更に厳しい寒波に見舞われた。
　月平均気温は3.6度で平年より2.0度低く、１月の低温第１位（1969年からの統計）であった。また、降雪量も多く、特に31日は、台湾付近で発生した低気圧が南岸沖を通過したため大雪となり、大阪の積雪は17センチメートルに達し、１月としては第１位、年間を通しても第２位の大雪記録となった。
２月　
　異常低温は２月になって更に強まった。
　月平均気温は3.3度で、平年より2.5度も低く、２月の低温第１位の記録であった。冬型気圧配置の日が多かったため、雪日数は16日（平年6.5日）、積雪日数６日（同1.0日）と近年になく多かった。
３月　
大陸寒気団の勢力は強く、引き続き冬型気圧配置の日が多く、低温は続き、真冬並みの寒さであった。この月も月平均気温は、6.0度で平年に比べて2.3度低く、３月の低温第１位の記録であった。
　例年、春先を告げる春一番もこの年は吹かなかった。
４月　
前年12月中頃から続いていた異常低温は、下旬後半になり、ようやく平年並みに戻った。
　月平均気温13.7度は、４月の低温第１位で連続４か月低温の極値を更新した。
　終霜は４月８日（平年より23日遅い）、また、桜（ソメイヨシノ）の開花も４月10日（平年より９日遅い）で開花最晩タイ記録となるなど、季節現象も大幅に遅れた。
５月　
気温は平年並みに戻ったが、この月も寒暖の変動は大きかった。
　月初め、低気圧や寒気の流入で雷を伴う大雨が降り、浸水、停電等の被害も出た。その後、中旬後半と下旬末に天気がぐずついたがその他は晴れの日が多かった。
６月　
月平均気温は、この年に入り初めて平年を上回った。特に、中頃からは日最高気温が30度を越える真夏日も多く暑くなった。
　近畿地方は８日（平年と同じ）梅雨入りし、その後、一時梅雨の中休みはあったが、梅雨前線は南岸沿いに停滞することが多く、曇雨天の日が続いた。
　台風の発生はこの年も遅く、９日に第１号（戦後３番目に遅いタイ記録）が発生した。　
７月　
梅雨明けは17日で（平年と同じ）、梅雨期間は39日間、大阪での総降水量は388ミリメートルで平年の103パーセント（並）であった。
　この年は梅雨明け後も太平洋高気圧の勢力が弱く、月末まで大気の状態は不安定で、各地でにわか雨や雷雨の日が多く、一時強い雨が降った。
８月　
　８月に入り、太平洋高気圧の勢力が急速に強まり、安定した夏型気圧配置となった。
　このため、全国的に高温となり、２年続きの暑い夏となった。
　21日から22日にかけ、台風第10号が東シナ海から日本海を北東進したが大きな影響はなかった。
９月　
月初め残暑が厳しく、３日の最高気温35.4度は、９月として高温第１位の記録であった。
　しかし、残暑は短く、その後、秋雨前線は南海上に停滞しぐずついたが、その活動は弱く、月降水量は平年の59パーセントと少なかった。
　下旬には移動性高気圧におおわれ、晴れの日が多くなった。
10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　初め蒸し暑かったが、３日に寒冷前線が通過し、気温も下がりさわやかな秋晴れの日が続いた。
　中旬は天気がぐずつき、下旬には冬型気圧配置になるときもあって肌寒い日が多くなった。
　この月も少雨傾向（平年の38パーセント）は続き、31日には近畿地方の少雨に関する情報を発表した。
11月　
大阪の降水量は平年の57パーセントで、少雨傾向はこの月も続き、30日に近畿地方の少雨に関する情報第２号を発表した。月の前半は小春日和の日が多かったが、中頃から天気は周期的に変化し下旬には木枯らし第１号（25日）や初霜（28日）など、冬の訪れを示す季節現象を観測した。
12月　
月の前半は周期的に天気は変化したが、後半は冬型気圧配置となることが多く晴れの日が多かった。
　月平均気温は平年並みであったが、前半は高く、後半は低温と寒暖の差が大きかった。
　18日には大阪で、平年より10日早く初雪を観測、年末にかけ寒い日が続いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
